
GIS活用団体事例発表会 
 

プログラム 

地域サポート人材（集落支援員等）スキルアップ研修の 
個別課題講座「地図を使った地域づくり」を兼ねています 

中山間フェアinい～なん 同日開催 第12回GISシンポジウム 

１１月  ９日 （土） 
１３：３０～１５：４５ 
（受付１３：００～） 
ところ:島根県中山間地域研究センター 大会議室 

１３：３０～ 開会あいさつ 
１３：４０～ GISの活用について（講義） 
１３：５５～ 事例発表 
      
 

 島根県中山間地域研究センターでは、GISの普及・啓発を図るため、島根県内の市町村・学校・NPO等
の団体を対象に、GISモデル事業を実施するなど様々な支援を行ってきました。 
 本年度は、このGISモデル事業団体やGIS活用団体の取り組み成果を発表していただくとともに、優良
な取り組みをされている団体に感謝状をお渡しするイベントを開催いたします。 
 また、この事例発表会は、地域サポート人材（集落支援等）スキルアップ研修の個別課題講座「地図
を使った地域づくり」としても位置づけ、地域での様々なGIS活用事例を学んでいただきます。 

朝山地区要支援者ネット/朝山地域安全マップづくり 
朝山地区自治協会（出雲市所原町）      
 

特別天然記念物オオサンショウウオの保存と環境整備事業 
加食オオサンショウウオ保存会（奥出雲町）      
 

川跡共有山林マップ 
川跡共有山林委員会（出雲市武志町）      
 

農地一筆マップ 
（農）うんなん加茂西（雲南市加茂町）      
 

環 境      
 

防 災      
 

森 林      
 

農 地      
 

１５：０５～ 質疑応答 
１５：１５～ 講評 
１５：３０～ 感謝状贈呈 
  
        
      

１３：００～受付（センター正面玄関）/１５：４５終了・解散 

主催：島根県中山間地域研究センター 

♪GIS活用団体の作成マップの展示 
♪GISソフト｢地図太郎」体験コーナー     
 

参加
無料 



事例発表団体の紹介 

東京大学空間情報科学研究センター 客員研究員 
島根県中山間地域研究センター 客員研究員 

朝山地区要支援者ネット/朝山地域安全マップづくり    
             朝山地区自治協会（出雲市所原町）      
 

特別天然記念物オオサンショウウオの保存と環境整備事業 
            加食オオサンショウウオ保存会（奥出雲町）      
 

川跡共有山林マップ    川跡共有山林委員会（出雲市武志町）      
 

農地一筆マップ     （農）うんなん加茂西（雲南市加茂町）      
 

参加申込書 

（ふりがな：                               ） 

氏名 
電話番号 E-mail 

住所 所属 

活動区分 
 □地域おこし協力隊員    □集落支援員    □地元集落の住民    □市町村職員   
 □その他（                      ） 

■お問い合わせ 
島根県中山間地域研究センター 情報ステーション（担当：渡部、西谷） 
〒690-3405 島根県飯石郡飯南町上来島1207 

個人情報の管理について・・・この申し込みに際して収集した個人情報は、今回のシンポジウムの運営に利用させていただきます。それ以外の目的には一切使用いたしません。また、保有の必要がなくなった 
個人情報については、確実かつ速やかに消去します。 

TEL：（０８５４）７６－３８２８ / FAX（０８５４）７６－３７５８ 
E-mail：jst@pref.shimane.lg.jp 

島根県中山間地域研究センター研究統括監 
島根県立大学連携大学院 教授 

講師紹介 

■お申込み                                                   ※締め切り・・・11月1日（金） 
＊以下の参加申込書に記入の上、FAXで送信してください・・・＞ FAX：０８５４－７６－３７５８ 
＊インターネットでのお申込み・・・＞ http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/  または、「島根県中山間地域研究センター」で検索 

最新の情報は、ホームページまたはお問い合わせ下さい。      
 

 市民参加を呼び込むＧＩＳ活用の研究
では第一人者と知られ、国の国土情報整
備中期的方針検討委員を初め、全国的に
活躍されています。島根県や中山間地域
研究センターのＧＩＳ整備についても継
続的にアドバイスをいただいています。 

 中山間地域研究センターでのＧＩＳ導入・
活用を進めており、住民間の情報共有・分析
に役立ててもらおうとWeb－GISを使った参加
型マップづくりを支援してきました。国土審
議会長期展望委員会をはじめ、国や県などの
委員も多数務めています。 

藤山 浩 今井 修 

 朝山地区は、平成18年7月に豪雨災害に見舞われました。この災害をきっかけに特に 
避難対策を進めようということでマップ作成にとりかかることとなりました。 
平成22年から多くの方々のご協力のもと、マップは毎年更新しています。 

 特別天然記念物オオサンショウウオの保存と環境整備事業を目的として、平成23年 
からマップを作成し、活用しています。 

 過去の台帳記録を整理、 管理している山林の境界杭の位置をGPSで取得し、
マップを作成しています。作成したマップを活用して、地域の子どもたちと一緒
に森林の大切さや山林管理活動の啓発も行っています。 

 作付情報などを地図にすることで、誰もがわかりやすくなり、農作業の指示や
説明に大いにやくだっています。併せて導入した事務管理ツールを使うことで、
各種データの集計や分析が簡単になり、事務負担の軽減にもつながっていま
す。 


